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歴
史
、
天
文
、
気
象
、
是
等
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、
其
他
植
物
、
動
物
、

も
し
く
は
鉱
物
等
の
学
問
に
つ
い
て
は
勿
論
、
亜
細
亜
に
開
す
る
一
切

の
こ
と
に
つ
い
て
、
深
い
研
究
と
調
査
を
積
ん
で
居
ら
れ
ま
す
」（
田

中
末
廣
『
興
亜
の
先
覚
大
谷
光
瑞
師
』
愛
国
新
聞
社
、
昭
和
十
四
年
、

八
十
二
頁
）

　
『
興
亜
計
画
』
は
、
戦
後
の
歴
史
観
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
「
帝

国
主
義
」
政
策
を
支
え
た
膨
張
主
義
的
な
主
張
と
し
て
断
罪
さ
れ
が
ち

だ
が
、
光
瑞
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
人
が
協
力
し
て
産
業
開
発
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
欧
米
列
強
の
植
民
地
支
配
を
打
破
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
方
策

で
あ
っ
た
。
大
谷
光
瑞
猊
下
記
念
会
が
編
纂
し
た
『
大
谷
光
瑞
師
の
生

涯
』
は
、
光
瑞
の
生
涯
は
二
つ
の
目
的
を
果
す
た
め
捧
げ
ら
れ
た
と
し
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
第
一
の
目
的
は
、
世
界
宗
教
中
の
最
も
広
大
無
辺
に
し
て
、
深
奥

妙
理
あ
る
仏
教
を
振
興
し
、
之
を
以
て
精
紳
的
に
東
亜
民
族
の
興
隆
を

促
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
東
亜
の
凡あ

ら
ゆ有

る
資
源
を
開
拓
し
、
東
亜
民

族
の
生
活
を
向
上
せ
し
め
、
東
亜
を
し
て
自
給
自
足
、
現
在
の
植
民
地

  

大 

谷  

光 

瑞

欧
亜
横
断
鉄
道
構
想
を
提
唱

　
「
我
帝
国
の
目
的
と
す
る
所
は
大
義
に
よ
り
東
亜
の
新
興
を
計
り
先

づ
支
那
を
し
て
富
国
富
民
な
ら
し
め
ん
と
す
」

　

昭
和
十
五
年
十
月
、
大
谷
光
瑞
は
『
大
谷
光
瑞
興
亜
計
画　

十
』
に

お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
記
し
た
。
同
書
は
、
昭
和
十
四
年
か
ら
十
五
年

に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
全
十
巻
の
大
著
で
、
中
国
、
満
洲
、
南
洋
な
ど

の
産
業
開
発
計
画
を
具
体
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
各
地
の

産
業
に
関
す
る
膨
大
な
知
識
を
蓄
積
し
て
き
た
光
瑞
だ
か
ら
こ
そ
、
な

し
得
た
仕
事
で
あ
る
。
彼
の
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
精
通
ぶ
り
を
、
徳
富

「
亜
細
亜
主
義
の
行
者
」
と
呼
ば
れ
た
探
検
家
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的
状
態
を
一
掃
し
、
以
っ
て
東
亜
の
隆
昌
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
而

し
て
精
紳
的
に
も
、
物
質
的
に
も
日
本
を
し
て
実
に
此
の
東
亜
一
大
振

興
運
動
の
中
心
勢
力
た
ら
し
め
ん
為
め
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
る
」（『
大

谷
光
瑞
師
の
生
涯
』
大
空
社
、
平
成
六
年
、
百
三
頁
）

　

光
瑞
は
、『
興
亜
計
画　

四
』
に
お
い
て
「
今
日
我
帝
国
大
義
に

仗
り
隣
邦
を
助
け
庶
政
一
新
の
実
を
挙
げ
漢
唐
の
文
化
を
再
興
せ
し

む
。
…
今
日
欧
亜
連
絡
の
大
鉄
道
を
敷
設
す
る
は
決
し
て
徒と

爾じ

に
非
ら

ず
」
と
書
い
て
い
る
。
鉄
道
で
ア
ジ
ア
を
繋
ぐ
計
画
を
練
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
幹
線
は
東
京
か
ら
始
ま
り
、
中
国
に
渡
り
、
大
陸
を
通

り
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
鉄
道
に
繋
が
り
、
そ
し
て
最
後
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

ま
で
届
く
と
い
う
構
想
だ
。
龍
谷
大
学
で
光
瑞
の
研
究
に
従
事
し
た
ト

ル
コ
人
学
者
エ
ル
ダ
ル
・
カ
・
ヤ
ル
チ
ュ
ン
氏
（
ボ
ア
ジ
チ
大
学
歴
史

学
部
ア
ジ
ア
研
究
所
研
究
員
）
は
、
こ
の
構
想
に
注
目
し
、「
ア
ジ
ア

の
両
瑞
を
こ
の
よ
う
に
繋
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
に
か
く
諸
国
民
間

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
」
と
評
し
て
い
る
（
柴
田
幹
夫

編
『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
、平
成
二
十
二
年
、三
百
九
頁
）。

　

そ
の
視
野
が
ト
ル
コ
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
ま
で
及
ん
で
い
た
か

ら
こ
そ
、
光
瑞
は
こ
の
よ
う
な
壮
大
な
構
想
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

す
で
に
、
光
瑞
は
明
治
三
十
四
年
七
月
初
め
て
ト
ル
コ
を
訪
問
し
て

い
る
が
、
ト
ル
コ
共
和
国
が
建
国
さ
れ
る
と
、
同
国
に
強
い
関
心
を
抱

く
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
大
正
十
三
年
二
月
十
四
日
の
講
演
で
「
私

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
の
所
諸
近
東
の
バ
ル
カ
ン
各
地
方
、
ア
ジ
ア
ト
ル

コ
地
方
が
、
将
来
非
常
に
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
し
て
、
日
本
の
商
人

が
あ
の
辺
に
ど
う
目
を
付
け
て
い
る
か
と
色
々
調
べ
て
見
ま
し
た
」
と

語
っ
て
い
る
。
昭
和
三
年
に
は
、
弟
子
を
ト
ル
コ
に
派
遣
し
、
繊
維
産

業
の
中
心
地
ブ
ル
サ
で
、
合
弁
の
紡
績
工
場
を
設
立
さ
せ
て
い
る
。
た

だ
、
日
本
の
政
策
が
パ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
主
義
重
視
の
方
向
に
向
か
い
始

め
る
と
、
政
教
分
離
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
ト
ル
コ
と
の
関
係
は
不
安

定
化
し
、
光
瑞
の
事
業
は
昭
和
八
年
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

現
在
の
ア
ジ
ア
横
断
鉄
道
計
画
の
起
源
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
「
国

連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
」
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

結
ぶ
鉄
道
路
線
の
計
画
を
発
表
し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
二
十
年
前

に
光
瑞
は
欧
亜
横
断
鉄
道
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、

同
時
期
、
鉄
道
省
の
湯
本
昇
鉄
道
監
察
官
も
『
中
央
ア
ジ
ア
横
断
鉄
道

建
設
論
』
を
著
し
て
い
た
。
善
く
も
悪
く
も
、
日
本
人
は
興
亜
、
さ
ら

に
は
防
共
の
視
点
か
ら
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
た
。

　

ヤ
ル
チ
ュ
ン
氏
は
、
大
谷
は
そ
の
人
生
を
仏
教
関
係
、
農
業
関
係
、

ア
ジ
ア
関
係
の
三
つ
に
賭
け
た
と
捉
え
て
い
る
が
、『
興
亜
計
画
』
の

う
ち
第
六
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
は
「
熱
帯
農
業
」
に
割
か
れ
て
お
り
、

彼
の
農
業
振
興
へ
の
強
い
思
い
入
れ
が
窺
わ
れ
る
。
彼
は
、
自
ら
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
農
園
を
経
営
し
、
ジ
ャ
ワ
島
で
農
林
工
業
株
式
会
社
を
設

立
し
、
セ
レ
ベ
ス
島
で
コ
ー
ヒ
ー
園
を
開
設
す
る
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア

各
地
で
多
様
な
農
園
経
営
を
試
み
て
い
た
。

　
『
興
亜
の
先
覚
大
谷
光
瑞
師
』
を
著
し
た
田
中
末
廣
は
、
ア
ジ
ア
主

義
を
提
唱
し
た
人
は
光
瑞
以
外
に
も
い
る
が
、
光
瑞
ほ
ど
大
胆
に
、
卒

蘇
峰
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

　
「
亜
細
亜
の
隅
々
に
於
け

る
と
こ
ろ
の
知
識
は
、
吾
々

が
、
銀
座
か
ら
し
て
、
山
下

町
に
於
け
る
と
こ
ろ
の
、
知

識
以
上
と
思
ひ
ま
す
。
地
理
、
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直
に
、
真
摯
に
ア
ジ
ア
主
義
を
説
き
、
身
を
も
っ
て
実
践
し
た
人
は
い

な
い
と
強
調
し
、
光
瑞
に
「
亜
細
亜
主
義
の
行
者
」
の
尊
称
を
与
え
た

い
と
書
い
た
。

　

光
瑞
は
、
明
治
九
年
十
二
月
二
十
七
日
に
、
西
本
願
寺
第
二
十
一
世

門
主
の
大
谷
光
尊
（
明
如
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
早
く
も
七
歳

の
と
き
に
、
父
光
尊
か
ら
与
え
ら
れ
た
世
界
地
図
を
見
て
、「
小
日
本

を
大
日
本
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

　

明
治
十
九
年
に
東
京
へ
出
て
学
習
院
に
入
学
、
そ
の
後
、
二
十
三
年

に
は
神
田
の
共
立
学
校
へ
も
入
学
し
た
が
、
軍
事
教
育
や
校
風
に
あ
き

た
ら
ず
両
校
と
も
に
退
校
し
て
い
る
。
京
都
へ
帰
っ
た
後
、
個
人
指
導

に
よ
っ
て
国
内
外
の
古
典
や
宗
典
、
書
道
、
歌
道
な
ど
を
学
ん
だ
。
明

治
二
十
四
年
、
大
谷
本
廟
の
中
へ
移
さ
れ
、
足
利
義
山
、
前
田
慧
雲

ら
の
碩
学
に
教
え
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
独
学
で
、
歴
史
、
地
理
、

植
物
、
農
学
、
工
学
、
地
質
学
な
ど
、
広
範
な
知
識
を
吸
収
し
た
。

　

二
十
二
歳
に
な
っ
た
明
治
三
十
一
年
一
月
、
光
瑞
は
侯
爵
九
条
道
孝

の
三
女
籌か

ず

子こ

と
結
婚
す
る
。
籌
子
は
後
の
貞
明
皇
后
（
大
正
天
皇
の
皇

后
）
の
姉
に
あ
た
る
。

仏
教
復
興
と
興
亜
に
支
え
ら
れ
た
探
検

　

明
治
三
十
二
年
一
月
、
光
瑞
は
初
め
て
の
外
遊
と
し
て
清
国
巡
遊
に

出
か
け
た
。
一
月
十
九
日
に
神
戸
港
を
出
発
、
二
十
二
日
に
上
海
に
到

着
し
た
。
香
港
、
広
東
、
漢
口
、
北
京
な
ど
を
訪
れ
、
五
月
三
日
に
神

戸
港
に
戻
っ
た
。

　

海
外
に
雄
飛
し
よ
う
と
す
る
光
瑞
の
心
情
を
、
杉
森
久
英
は
見
事
に

描
い
て
い
る
。
日
本
人
の
外
国
移
住
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
現
地
で
死

者
が
出
た
ら
誰
が
弔
っ
て
や
る
の
か
？ 

ど
こ
に
葬
る
の
か
？ 

法
会
は

ど
う
す
る
の
か
？ 

そ
の
よ
う
な
強
い
疑
問
か
ら
、
光
瑞
は
海
外
に
住

む
日
本
人
の
た
め
に
、
寺
院
と
僧
侶
の
網
の
目
を
作
っ
て
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　

一
方
、
光
瑞
は
中
国
の
仏
教
の
現
状
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
も

と
も
と
、
日
本
の
仏
教
の
源
流
は
中
国
に
発
し
て
い
る
。
そ
の
本
家
本

元
で
、
い
ま
仏
教
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
中
国
の
仏
教
は
、
衰
退

の
極
に
達
し
て
、
ほ
と
ん
ど
昔
日
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
な
い
と
い
う

者
も
い
る
。
そ
こ
で
、
光
瑞
は
、
中
国
の
仏
教
に
生
気
を
吹
き
込
み
、

も
う
一
度
立
ち
上
ら
せ
る
の
が
、
日
本
人
の
義
務
で
は
な
い
の
か
と
考

え
て
い
た
と
い
う
。

　

実
際
、
光
瑞
は
「
支
那
は
日
本
仏
教
の
為
に
は
第
二
の
祖
国
な
り
、

現
今
日
本
流
布
の
教
典
は
皆
支
那
訳
の
書
な
り
、
而
し
て
彼
れ
今
仏

教
衰
頽
し
て
見
る
べ
き
も
の
な
く
我
よ
り
却
て
之
を
弘
通
せ
ん
と
す
、

…
…
是
に
於
て
乎
、
我
よ
り
進
ん
で
彼
れ
に
至
り
、
教
田
を
拓
き
仏
種

を
蒔
く
の
必
要
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
」
と
言
い
、
今
の
中
国
は
仏
教

が
廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
の
方
か
ら
過
去
と
は
逆
に
仏
教

を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
た
。

　

ま
た
彼
が
、
仏
教
復
興
を
興
亜
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
次

の
よ
う
な
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
清
国
と
我
国
と
は
啻た

だ
に
同
文
同
種
な
る
の
み
な
ら
ず
又
実
に
同
一

仏
教
を
奉
ず
る
の
国
な
れ
ば
彼
に
し
て
若
し
一
朝
瓜か

分ぶ
ん

の
虞
あ
ら
ん
か

我
独
り
之
が
影
響
を
蒙
ら
ざ
ら
ん
や
、
然
ば
則
其
蒙
を
開
導
し
其
陋
を

啓
発
し
其
を
し
て
文
明
の
域
に
進
ま
し
め
依
て
以
て
列
強
が
窺き

窬ゆ

の
念

を
未
前
に
防ぼ

う
遏あ

つ
せ
ん
事
は
固
よ
り
善
隣
扶
植
の
大
義
な
り
と
云
へ
ど
も

抑
亦
国
家
自
衛
の
必
要
上
止
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
に
因
る
と
云
は

ね
ば
な
ら
ぬ
」（
西
本
願
寺
教
学
参
事
部
遍
『
清
国
巡
遊
誌
』「
御
親

論
」
明
治
三
十
三
年
、
七
頁
）

　

さ
ら
に
、
彼
の
血
脈
が
、
海
外
雄
飛
に
駆
り
立
て
た
と
も
言
い
得
る
。

杉
森
は
「
彼
は
も
と
も
と
血
の
気
の
多
い
男
で
あ
る
。
先
祖
の
親
鸞
も
、

強
情
我
慢
の
、
図
太
い
闘
志
に
あ
ふ
れ
た
男
で
あ
っ
た
。
蓮
如
も
、
証

如
も
、
一
生
を
戦
い
の
中
に
す
ご
し
た
と
い
っ
て
い
い
。
本
願
寺
に
は
、

闘
争
の
血
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
（
杉
森
久
英
『
大

谷
光
瑞
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
年
、
五
十
七
頁
）。

　

や
が
て
、
光
瑞
の
視
線
は
中
央
ア
ジ
ア
へ
熱
く
注
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
大
英
博
物
館
に
通
っ
て
得
た
知
識
が
、
光

瑞
の
情
熱
を
支
え
て
い
た
。
中
央
ア
ジ
ア
─
西
域
は
、
古
来
東
西
文
化

の
交
通
路
で
あ
り
、
仏
教
の
栄
え
た
地
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
埋
も
れ
て

い
る
古
経
、
仏
像
、
古
美
術
品
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
東
漸
の
歴
史

を
研
究
す
る
の
に
重
要
な
材
料
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
を
探
索

し
、
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
西
洋
人
ば
か
り

で
、
一
人
と
し
て
東
洋
人
が
い
な
い
こ
と
に
光
瑞
は
強
い
疑
問
を
感
じ

て
い
た
。
こ
の
仕
事
は
東
洋
人
が
担
う
べ
き
だ
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ

る
（
前
掲
書
七
十
四
頁
）。

　

明
治
三
十
五
年
、
光
瑞
は
自
ら
隊
長
と
な
り
、
渡
辺
哲て

っ

信し
ん

、
堀
賢け

ん

雄ゆ
う

、

本
多
恵け

い

隆り
ゅ
う、

井
上
弘
円
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
、
ロ
シ
ア
領
を

横
断
し
て
新
疆
に
入
っ
た
。
こ
れ
が
、
第
一
次
大
谷
探
検
隊
で
あ
る
。

光
瑞
の
遠
征
に
つ
い
て
、『
大
谷
光
瑞
の
生
涯
』
は
「
所
謂
文
化
的
遠

征
で
あ
っ
て
、
是
等
の
地
方
に
埋
没
せ
ら
れ
た
る
古
代
の
文
化
を
発
掘

し
、
再
生
し
、
探
討
し
、
因
っ
て
以
て
新
た
な
る
研
究
資
料
を
得
ん
こ

と
を
務
め
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　

父
光
尊
の
訃
報
に
接
し
た
の
は
、
光
瑞
が
カ
ル
カ
ッ
タ
に
滞
在
し
て

い
た
明
治
三
十
六
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
光
瑞
は
探
険
行
を
中
止

し
て
日
本
に
戻
り
、
西
本
願
寺
第
二
十
二
世
の
門
主
の
地
位
に
就
き
、

同
時
に
本
願
寺
派
管
長
と
な
っ
た
。

　

光
瑞
の
探
検
は
、
興
亜
の
使
命
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

外
交
的
な
動
き
を
伴
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
特
に
光
瑞
の
チ
ベ
ッ
ト
へ

の
接
近
は
、
国
際
関
係
を
左
右
し
か
ね
な
い
ほ
ど
の
重
要
性
を
帯
び
て

い
た
。
明
治
四
十
一
年
八
月
二
日
、
光
瑞
の
弟
で
、
西
本
願
寺
の
清
国

開
教
総
監
の
任
に
あ
っ
た
大
谷
尊
由
は
、
香
川
黙も

く

識し
き
、
堀
賢
雄
ら
と
と

も
に
、
清
国
五
台
山
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
と
会
談
し
て
い
る
。
こ
の

お
膳
立
て
を
し
た
の
が
、
外
務
省
や
参
謀
本
部
と
繋
が
り
の
あ
っ
た
寺

元
婉え

ん

雅が

（
東
本
願
寺
）
で
あ
っ
た
。
白し

ら
須す

淨じ
ょ
う

眞し
ん

氏
は
、
こ
の
時
期
の

寺
本
ら
の
動
向
か
ら
、
在
清
国
日
本
公
使
館
が
推
進
し
て
い
た
日
本
の

チ
ベ
ッ
ト
施
策
、
つ
ま
り
露
清
の
力
を
排
除
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
独
立
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
比
較
的
明
瞭
に
垣
間
見
え
る
と
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
白
須
氏
は
、
五
台
山
会
談
に
よ
っ
て
十
三
世
と
光
瑞
と
の
間
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に
は
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
し
て
公
式
の
、
し
か
も
信
頼
に
足
る
関
係
が
成

立
し
て
い
た
と
し
、「
そ
れ
は
ラ
サ
侵
攻
以
来
一
三
世
と
対
立
を
続
け

て
き
た
英
国
も
、
一
三
世
を
つ
か
み
き
れ
な
い
清
国
も
、
一
三
世
の
期

待
を
裏
切
っ
た
露
国
も
共
に
持
ち
合
わ
せ
な
い
、
つ
ま
り
当
時
の
国
際

政
治
社
会
に
あ
っ
て
唯
一
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
重
視
す
る
（
白
須
淨

眞
「
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
八
月
の
清
国
五
台
山
に
お
け
る
一
会

談
と
そ
の
波
紋
」『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部
』

平
成
十
九
年
、
六
十
、
六
十
二
頁
）。

　

ま
た
、
光
瑞
は
明
治
四
十
三
年
に
は
青
木
文
教
を
チ
ベ
ッ
ト
に
派
遣
、

や
が
て
青
木
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
政
治
顧
問
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
光
瑞
は
参
謀
本
部
で
活
動
し
て
い
た
日
野
強
の
活
動
を
支
援

し
て
い
た
。
明
治
三
十
五
年
に
参
謀
本
部
に
入
っ
た
日
野
は
満
韓
国
境

方
面
に
派
遣
さ
れ
、
特
務
活
動
に
従
事
し
た
。
日
露
戦
争
の
際
に
は
、

ロ
シ
ア
軍
の
撹
乱
工
作
を
経
験
、
明
治
三
十
九
年
七
月
に
新
疆
視
察
の

内
命
を
受
け
る
。
日
野
は
西
安
（
長
安
）
に
向
か
う
途
中
で
、
光
瑞
に

邂
逅
し
て
い
る
。
日
野
が
著
し
た
『
伊イ

犂リ

紀
行
』
に
は
「
予
は
痛
く
伯

の
懇
切
に
感
激
せ
り
。
伯
の
好
意
は
、
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
喀カ

シ

ガ

ル

什
喝
爾

駐
在
の
英
国
貿
易
事
務
官
マ
カ
ー
ト
ニ
氏
を
初
め
、
英
領
印
度
に
お
け

る
紳
士
へ
の
紹
介
状
を
与
え
ら
れ
、
か
つ
写
真
器
械
一
組
、
時
計
一
個

を
も
貸
与
せ
ら
れ
た
り
。
特
に
記
し
て
こ
こ
に
伯
の
好
意
を
謝
す
」
と

あ
る
。
光
瑞
流
の
興
亜
の
実
践
が
、
列
強
の
勢
力
拡
張
阻
止
と
そ
の
た

め
の
情
報
収
集
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
落
合
莞

爾
氏
は
、
日
野
に
対
す
る
新
疆
視
察
の
司
令
は
、
光
瑞
の
上
司
た
る

「
京
都
皇
統
」
す
な
わ
ち
堀
川
辰
吉
郎
か
ら
出
て
い
た
と
見
る
（
落
合

莞
爾
「
陸
軍
の
裏
側
を
見
た
吉
薗
周
蔵
の
手
記
」『
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
』

平
成
二
十
二
年
二
月
、
九
十
八
頁
）。

　

そ
の
後
、
光
瑞
は
、
橘
瑞
超
、
野
村
栄
三
郎
に
よ
る
第
二
次
探
検
隊

（
明
治
四
十
一
年
～
）、
橘
、
吉
川
小
一
郎
に
よ
る
第
三
次
探
検
隊
（
明

治
四
十
三
年
～
）
を
派
遣
し
、
数
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
収
集
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
第
二
次
で
は
、
橘
が
新
疆
の
ロ
プ
湖
北
岸
ロ
ー
ラ
ン

（
楼
蘭
）
で
「
李り

柏は
く

尺せ
き

牘と
く

稿こ
う

」
を
発
掘
し
て
い
る
。
紙
が
普
及
し
始
め

た
極
め
て
初
期
の
遺
品
で
あ
る
。
第
三
次
で
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
ト
ル
フ
ァ
ン
で
ミ
イ
ラ
を
発
見
す
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

「
亜
細
亜
経
綸
の
殿
堂
」
二
楽
荘

　

光
瑞
は
、
明
治
四
十
二
年
に
神
戸
の
六
甲
の
山
腹
に
別
荘
「
二
楽

荘
」
を
建
設
し
た
。「
二
楽
」
の
名
に
は
「
山
を
楽
し
み
、
水
を
楽
し

む
」「
山
水
を
楽
し
み
、
育
英
を
楽
し
む
」
と
い
う
光
瑞
の
意
図
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。

　

二
楽
荘
の
外
部
は
イ
ン
ド
の
ア
ク
バ
ー
ル
大
帝
時
代
の
様
式
を
模
し
、

中
に
は
支
那
室
、
亜ア

ラ

ビ

ア

剌
比
亜
室
、
印
度
室
、
英
国
封
建
時
代
室
、
埃エ

ジ
プ
ト及

室
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
亜
剌
比
亜
室
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
ハ
ン
ブ

ラ
宮
殿
内
の
王
室
の
壮
観
を
表
現
し
て
い
る
。
ア
ク
バ
ー
ル
大
帝
時
代

の
大
臣
室
を
模
し
た
と
い
う
印
度
室
に
は
、
イ
ン
ド
壁
画
や
黒
色
大
理

石
に
宝
石
を
飾
っ
た
精
巧
な
大
額
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

各
文
明
室
に
は
、
大
谷
探
検
隊
の
収
集
品
も
展
示
さ
れ
た
。

　

二
楽
荘
に
つ
い
て
、
田
中
末
廣
は
「
興
亜
の
理
想
に
燃
ゆ
る
日
本
人

が
、
か
つ
て
描
い
た
最
も
荘
厳
、
最
も
雄
大
な
る
夢
の
一
つ
で
あ
つ

た
」
と
書
い
て
い
る
。
田
中
は
ま
た
、「
あ
あ
、
亜
細
亜
奪
還
の
悲
願

!! 

こ
の
理
想
、
信
念
が
つ
も
り
つ
も
つ
て
…
二
楽
荘
の
建
立
と
な
つ

た
」
と
し
、
こ
れ
を
「
亜
細
亜
経
綸
の
殿
堂
」
と
評
し
た
。
さ
ら
に
彼

は
、
お
よ
そ
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
当
時
の
日
本
と
し
て
収
集
し
得
ら
れ
る

一
切
の
も
の
が
、
こ
の
山
上
に
集
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
ま
た
絶

え
ず
生
き
た
東
亜
問
題
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
方
面
の
人
物
が
引
っ
切
り

な
し
に
出
入
り
し
て
い
た
と
指
摘
し
、「
そ
こ
に
は
、
蒙
古
の
学
者
も

居
れ
ば
、
西
蔵
の
僧
正
も
居
り
、
ビ
ル
マ
の
坊
主
も
居
れ
ば
、
支
那
人

の
コ
ツ
ク
や
、
美
少
年
の
英
国
人
の
給
仕
も
居
た
」
と
、
そ
の
様
子
を

活
写
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
ビ
ル
マ
の
坊
主
」
と
は
、
民
族
独
立
運
動
の
指
導
者

ウ
・
オ
ッ
タ
マ
（
拙
著
『
ア
ジ
ア
英
雄
伝
』
参
照
）
に
連
な
る
人
物
に

違
い
な
い
。
光
瑞
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
ロ
ン
ド
ン

を
拠
点
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
視
察
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
代
に
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い
た
オ
ッ
タ
マ
と
出
会
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
光
瑞
は
、「
お
互
い
に
ア
ジ
ア
の
た
め
に
働
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
貴
方
が
そ
の
気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
わ
れ
わ
れ
の
同
志
で
す
よ
、

し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
と
オ
ッ
タ
マ
を
激
励
し
た
と
い
う
。

オ
ッ
タ
マ
は
、
日
英
同
盟
を
結
び
イ
ギ
リ
ス
と
協
調
す
る
日
本
の
外
交

姿
勢
に
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や
が
て
日
露
戦
争
に
直
面

し
、
興
亜
に
お
け
る
日
本
の
役
割
の
大
き
さ
を
確
信
し
て
、
明
治
四
十

年
に
日
本
を
訪
問
、
光
瑞
の
も
と
に
赴
い
た
。
そ
し
て
彼
は
光
瑞
の
支

援
を
受
け
て
仏
教
大
学
（
後
の
龍
谷
大
学
）
に
寄
宿
し
、
仏
教
学
者
の

禿と
く

氏し

祐ゆ
う

祥し
ょ
うら
と
の
親
交
を
深
め
た
。

　

一
方
、
光
瑞
は
仏
教
思
想
を
根
底
に
置
い
て
、
欧
米
人
の
価
値
観
に

対
す
る
懐
疑
を
深
め
て
い
た
。
大
正
元
年
に
刊
行
し
た
『
見け

ん

真し
ん

大だ
い

師し

』

に
お
い
て
、「
誤
れ
る
近
世
の
思
想
を
論
駁
す
」
の
一
章
を
割
き
次
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
「
欧
米
人
は
決
し
て
優
良
な
る
も
の
に
非
ら
ず
。
特
に
現
時
最
も
然

り
。
現
世
執
着
の
謬
想
は
欧
米
人
最
も
甚
し
く
、
皆
人
間
を
本
位
と
し

て
万
事
を
観
察
せ
ん
と
す
る
思
想
を
有
せ
り
。
其
一
の
米
人
の
如
き
は

殆
ん
ざ
愚
劣
に
し
て
言
ふ
に
足
ら
ず
」

　

二
楽
荘
は
栄
華
を
極
め
た
が
、
大
谷
家
の
財
政
は
破
綻
し
つ
つ
あ
っ

た
。
西
域
探
険
に
費
や
し
た
経
費
は
あ
ま
り
に
も
莫
大
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
財
政
悪
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
各
種
の
投
資
も
試
み
ら
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
願
寺
に
関
す
る
疑

獄
事
件
も
発
生
す
る
。
つ
い
に
大
正
三
年
五
月
、
光
瑞
は
責
任
を
と
る

形
で
、
西
本
願
寺
住
職
と
真
宗
本
願
寺
派
管
長
を
辞
任
し
た
。
二
楽
荘

は
、
光
瑞
と
旧
知
の
久
原
房
之
助
に
売
却
さ
れ
た
が
、
昭
和
七
年
に
不

審
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
願
寺
を
追
わ
れ
た
後
、
光
瑞
は
む
し
ろ
水
を
得
た
魚
の

よ
う
に
自
由
に
動
き
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
海
な
ど
を
拠
点
と
し
て
、

ア
ジ
ア
各
地
で
精
力
的
に
活
動
し
た
。
柴
田
幹
夫
氏
が
「
光
瑞
は
本
願

寺
の
大
伽
藍
の
中
で
満
足
し
て
い
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
」
と
書
い
て



NIPPON 2011.8　8889

日本文明の先駆者

い
る
通
り
、
彼
の
多
様
な
活
動
は
本
願
寺
の
立
場
を
超
え
て
こ
そ
発
揮

さ
れ
た
。

　

大
正
五
年
末
、
光
瑞
は
『
慨が

い

世せ
い

余よ

言げ
ん

』
を
刊
行
、
そ
の
冒
頭
で
「
夫

れ
亜
細
亜
主
義
は
、
天
の
日
本
民
族
に
与
ふ
る
使
命
な
り
」
と
明
言
し

た
。
当
時
、
彼
は
上
海
仏
租
界
ア
ル
バ
ー
ト
路
（
今
陜
西
南
路
）
に
居

住
し
、
孫
文
と
交
流
し
て
い
た
。
孫
文
と
の
関
係
は
、
大
正
二
年
に
孫

文
が
日
本
を
訪
問
し
、
西
本
願
寺
に
光
瑞
を
訪
問
し
て
以
来
の
も
の
で

あ
る
。
光
瑞
は
大
正
七
年
に
は
、
孫
文
か
ら
依
頼
さ
れ
国
民
党
政
府
最

高
顧
問
に
就
い
て
い
る
。

「
日
支
の
親
善
は
、
東
洋
永
遠
の
平
和
の
要
諦
な
り
」

　

こ
の
年
四
月
、
光
瑞
は
旅
順
に
策
進
書
院
を
開
設
、
日
満
の
青
年
を

集
め
、
日
支
両
国
の
融
和
親
善
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
、
旅
順

図
書
館
に
赴
任
し
て
い
た
下
中
彌
三
郎
は
、
光
瑞
に
認
め
ら
れ
て
、
そ

の
蔵
書
の
整
理
保
管
を
依
頼
さ
れ
、
策
進
学
院
で
世
界
史
を
講
じ
て
い

る
（『
下
中
彌
三
郎
事
典
』
平
凡
社
、
昭
和
四
十
年
、
百
三
十
四
頁
）。

　

一
方
、
光
瑞
は
、
支
那
問
題
解
決
の
前
提
と
し
て
、
南
洋
特
に
蘭
領

に
着
手
す
る
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
光
瑞
の
考
え

方
に
関
し
て
、
評
論
家
の
高
島
米べ

い

峰ほ
う
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
「
あ
る
い
は
今
後
、
幾
十
年
か
の
後
、
南
洋
の
天
地
に
南
本
願
寺
と

い
う
大
殿
堂
高
く
聳
え
て
、
親
鸞
上
人
の
真
精
神
が
、
こ
こ
に
活
躍
し

来
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
更
に
、
一
歩
を
進
め
て
、

精
神
的
汎
亜
細
亜
主
義
が
、
南
洋
を
発
祥
地
と
し
て
、
全
世
界
を
風
扉

す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
っ
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
」（
杉
森
『
大
谷
光

瑞
』
三
百
七
頁
）

　

光
瑞
は
、
興
亜
の
志
を
抱
い
て
ア
ジ
ア
各
地
を
飛
び
回
っ
た
。
し
か

し
、
日
支
関
係
は
光
瑞
の
思
い
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
欧
米
列
強

は
日
本
の
台
頭
を
阻
止
す
る
た
め
巧
み
に
攻
勢
を
か
け
て
き
た
。
大
正

十
一
年
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
一
環
と
し
て
九
カ
国
条
約
が
結
ば
れ
、

中
国
の
主
権
・
独
立
・
領
土
的
行
政
的
保
全
の
尊
重
、
中
国
に
お
け
る

商
工
業
上
の
機
会
均
等
、
勢
力
範
囲
設
定
の
禁
止
な
ど
が
約
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
光
瑞
は
『
対
支
横
議
』
を
刊
行
し
、
支
那
の
主
権

を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
官
匪
、
軍
匪
、
政
匪
、
学
匪
、
盗
匪
な
ど
の
た

め
に
し
か
な
ら
ず
、
支
那
の
良
民
は
決
し
て
利
益
を
蒙
ら
な
い
と
断
じ
、

「
そ
の
首
悪
実
に
米
国
政
府
に
あ
り
。
而
も
之
に
賛
同
せ
る
日
、
英
両

国
政
府
も
亦
責
な
き
に
非
ず
」
と
説
い
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
日
支
親
善

と
は
支
那
の
良
民
と
親
善
を
期
す
こ
と
で
あ
り
、
匪
類
と
親
善
し
よ
う

と
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

や
が
て
、
支
那
事
変
に
直
面
す
る
と
、
光
瑞
は
『
支
那
事
変
善
後
方

策
』
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
、
彼
は
日
支
親
善
の
障
害
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
自
国
の
利
益
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
し
て
支
那
に
干
渉
す
る
ロ
シ

ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
存
在
だ
と
説
き
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

　
「
夫
れ
日
支
の
親
善
は
、
東
洋
永
遠
の
平
和
の
要
諦
な
り
。
古
に
曰

く
、
兵
は
凶
器
な
り
、
聖
人
己
を
得
ず
し
て
之
を
用
ゆ
と
、
誠
に
至
言

な
り
。
今
回
の
事
変
の
如
き
は
、
漫
に
之
を
行
ふ
べ
か
ら
ず
、
之
を
再

び
し
、
之
を
三
び
す
る
が
如
き
は
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
戒
ざ
る
べ
か

ら
ず
、
故
に
今
回
の
事
変
の
善
後
所
置
は
、
こ
の
原
則
に
準
拠
し
て
定

め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
、
聖
勅
に
奉
答
す
る
の
所
以
な
り
」

　

村
上
重
良
か
ら
「
日
本
帝
国
主
義
に
随
伴
し
た
仏
教
的
ア
ジ
ア
主
義

者
」
と
も
評
さ
れ
た
光
瑞
は
、
確
か
に
対
支
強
硬
派
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
。
ま
た
、
柴
田
幹
夫
氏
は
「
中
国
革
命
に
親
近
感
を
持
ち
、
ま

た
ア
ジ
ア
の
各
地
で
起
こ
っ
た
革
命
運
動
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た

光
瑞
と
、
対
外
的
に
は
非
常
に
強
硬
路
線
で
あ
っ
た
光
瑞
と
い
う
背
反

を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
こ
れ
が
未
解
決
の
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し

よ
う
」
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。
だ
が
、
杉
森
久
英
は
「
根
本
に
お
い

て
は
、
日
中
共
同
し
て
ア
ジ
ア
を
建
設
す
べ
し
と
い
う
考
え
に
変
り
は

な
か
っ
た
」
と
し
、
光
瑞
に
と
っ
て
、
中
国
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
運
命

に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
政
府
が
興
亜
外
交
に
傾
斜

す
る
に
つ
れ
、
光
瑞
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
近
衛
文
麿

は
、
光
瑞
を
外
務
大
臣
に
迎
え
よ
う
と
し
た
と
も
い
う
。
し
か
し
、
光

瑞
が
直
接
政
治
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
昭
和
十
五
年
に

近
衛
首
相
に
請
わ
れ
て
内
閣
参
議
を
務
め
て
い
る
。

　

昭
和
十
六
年
五
月
、
光
瑞
は
体
調
を
崩
し
て
、
築
地
の
病
院
に
入
院
、

翌
月
退
院
し
た
が
、
引
続
き
日
本
に
留
ま
り
療
養
を
続
け
て
い
た
。
同

年
十
二
月
八
日
に
大
東
亜
戦
争
が
勃
発
、
翌
昭
和
十
七
年
三
月
、
彼
は

政
府
の
大
東
亜
建
設
審
議
会
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
光
瑞

は
渡
辺
渡
陸
軍
大
佐
の
要
請
で
、「
馬
来
半
島
善
後
処
理
方
策
」
を
ま

と
め
て
い
る
。
だ
が
、
同
年
六
月
再
び
発
病
、
東
大
病
院
で
診
断
を
受

け
た
と
こ
ろ
、
膀
胱
に
腫
瘍
が
で
き
て
い
た
。
二
回
に
わ
た
っ
て
手
術

を
受
け
、
十
月
に
上
海
に
戻
っ
た
。
昭
和
十
八
、
十
九
年
の
二
年
間
は

ほ
と
ん
ど
中
国
で
過
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
、
東
條
英
機

内
閣
の
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
て
東
京
へ
戻
っ
た
。
し
か
し
、
光
瑞
は
東
條

政
権
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
二
十
年
四
月
、
内
閣
顧
問
を
辞

任
す
る
。

　

こ
の
と
き
、
彼
は
再
び
中
国
に
戻
ろ
う
と
し
た
。
周
囲
の
者
は
、
危

険
だ
と
引
き
止
め
た
が
、
光
瑞
は
「
私
は
も
と
も
と
、
支
那
に
骨
を
埋

め
る
決
心
な
の
で
す
。
日
本
が
敗
け
る
と
き
こ
そ
、
私
は
支
那
に
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
言
っ
て
、
東
京
を
発
っ
た
。
終
戦
時
、

光
瑞
は
大
連
に
い
た
。
抑
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十

二
年
三
月
に
無
事
日
本
に
帰
国
、
別
府
の
温
暖
な
気
候
と
明
媚
な
風
光

が
気
に
入
り
、
こ
こ
を
永
住
の
地
と
決
め
（
杉
森
『
大
谷
光
瑞
』
三
百

七
十
八
頁
）、
別
府
市
長
の
脇
鉄
一
と
と
も
に
別
府
の
国
際
観
光
都
市

化
計
画
に
尽
力
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
夏
、
光
瑞
の
病
状
は
悪
化
、
十
月
四
日
危
篤
に
陥
り
、

翌
五
日
午
後
、
八
十
一
歳
に
し
て
遷
化
し
た
。
杉
森
久
英
に
よ
る
と
、

光
瑞
は
自
分
の
死
後
に
つ
い
て
、
常
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
「
私
が
死
ん
で
も
、
墓
は
作
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
祖
の
申
さ

れ
た
よ
う
に
、
遺
骸
は
焼
い
て
灰
に
し
て
、
海
に
撒
い
て
下
さ
い
。
し

か
し
、
そ
の
海
は
、
ど
こ
の
海
で
も
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
支
那
海
で
す
。
宗
祖
は
加
茂
川
に
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
の

灰
を
ま
く
と
こ
ろ
は
、
東
支
那
海
で
す
」


